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研究成果の概要：アジア・インド洋圏のラオス、タイ、ベトナム、スリランカ、マダガスカル

等において、家畜化と狩猟に関する資料収集、収蔵、維持、研究システムを構築した。同時に、

蓄積標本と現地調査に基づく比較総合研究を推進した。調査地域で収集した標本資料と聞き取

り情報から、インドシナ地域における初期家畜化モデルを提唱し、タイ、スリランカにおける

比較狩猟誌の体系化、ベトナムおよび島嶼地域における原種イノシシ集団の変異論を構築する

ことができた。 
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１．研究開始当初の背景 
 
アジア・インド洋圏の標本収集維持体制はき
わめて貧弱であり、日本が先導して収蔵・研
究体制を築くべき客観的情勢にある。収集の
実行と収集理念の現地における発展を図り、
標本をもとにした家畜化研究を進める必要
に迫られている。 
 
２．研究の目的 
 

文化財科学・保存科学の発想から国際水準の
収蔵キュレーティング体制をアジア・インド
洋圏に導入し、この地域の関連資料の安定
化・恒久化を、わが国が先導して提案する。
同地域での標本資料収蔵体制を構築・改善し、
家畜化と狩猟誌の研究に対して、実際に標
本・資料に基づく体系化を進める。さらに実
際に高度な標本収蔵理念と技術を導入しな
がら、同地域の家畜化および狩猟誌の研究を、
標本資料現物に即して実行する。 
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３．研究の方法 
 
現物標本・資料の収集システムの構築が第一
の手法となる。基盤研究・海外学術調査の特
性を活かし、代表者らによりすでに整備の進
む各国の既存設備やノウハウを最大限に活
用しながら、各国での保存科学水準の高度化
と、実際の解析結果の総合化・深化を図る。
同時に家畜化の世界的中心地であるこの地
域において、新たな家畜化モデルの構築と狩
猟誌の体系化を図る。 
 
４．研究成果 
 
アジア・インド洋圏の国地域で分類すると、
ラオス、タイ、ベトナム、スリランカ、マダ
ガスカルにおいて成果を挙げた。ベトナムに
おいては、国立生態生物資源研究所にキュレ
ーティングシステムを構築した。マダガスカ
ル、スリランカにおいては、現地の政情不安
や貧困により十分な体制の構築はならなか
ったものの、アンタナナリボ大学やスリラン
カ現地研究者らとの研究交流を通じ、一定の
標本資料の収集活動に結びつけることがで
きた。ラオスは国立農業資源研究所において
家禽に関する研究体制を確立、標本の日本側
への導入体制を完成させた。タイにおいては
カセサート大学、国立科学博物館の家畜およ
び動物学研究グループとの間で、標本維持シ
ステムの高度化議論を進めた。 
 家畜化・狩猟誌の研究については、まずラ
オスとタイにおいて、大量の家禽ニワトリお
よび原種セキショクヤケイの標本研究と生
態人類学的研究を行い、同時に日本産在来鶏
について遺伝学的解析に結びつけ、東アジア
における家禽誌研究を支える中心的活動を
進めることができた。またスリランカとタイ
を中心に、野生動物狩猟の生態人類学的考察
を進めることができた。各地の狩猟と初期家
畜化・家禽化を体系的に考える契機を提示し
たのはもちろんのこと、該当地域における狩
猟の起原と変遷を客観的に議論することに
成功している。 
 ほかにも、家畜関連野生動物として、マメ
ジカ、リス、ヤマネコなどの研究収蔵体制の
充実と比較形態学的地理変異や機能形態学
的解析を進めることができた。 
 またイノシシとブタに関しては、ベトナム
および南西諸島で、ウマに関しては競走馬の
表現形についての研究成果を挙げた。基礎的
な骨標本による比較形態学と分子遺伝学的、
分子生物学成果を挙げ、発表を終えている。 
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